
 

 

アウトリーチ事業 第２回ネットワーク会議 

「相談」どうしていますか？どうしますか？－相談支援の着地点を考えるー 

 

⚫ 日 時：2024 年 3 月７日（木曜日）10 時 30 分～16 時 30 分 

⚫ 会 場：AP 日本橋（東京都中央区日本橋 3-6-2 日本橋フロント 6F）A ルーム 

⚫ 事 業 名：「アウトリーチ手法による外国ルーツ住民の自立支援事業―困窮からの抜け出しを支える体制づくり―」 

⚫ 参 加 者：26 名（名簿別添） 

 

プログラム 

１．趣旨・概要 

外国にルーツをもつ方々が抱える悩み・問題の改善・解決、また彼らとの協同・連携は、彼らの「話を聞く」ことから始まります。

また、その悩み・問題の改善・解決に向けては、個人、個別の団体だけが抱え込むのではなく、公的な仕組みを活用・利用しなが

ら、また、周りの人々・団体の力を借りながら対応していくことになります。では、皆さんは、話を聞くことから始まった「相談」の「着地

点」（ゴール）をどのように考えて、活動の中核ともいえる相談活動に取り組んでいらっしゃいますか。 

今回のアウトリーチ事業のネットワーク会議は、「『相談』どうしていますか？どうしますか？―相談支援の着地点を考える」と題し

て、一つひとつの相談に向き合う、複合化している悩み・課題を体系化する、より充実した相談支援を提供するための体制を作

る、関係者を巻き込む、改善・解決に向けての道筋を作る、相談のゴールを見える化するなど、皆さんが取り組んでいる「相談」と

いうアクションを切口に、「よりよい相談を実現する」ための戦略、方向性を一緒に考えてみたいと思います。 

 

２．スケジュール 

＜午前＞ 

10:30-10:35  本日の趣旨説明                                                    ＜5 分＞ 

10:35-11:00  アイスブレイク  

11:00-11:35  IKUNO・多文化ふらっと 水原修平さん 「多言語相談の体制づくり」＋質疑応答  ＜20 分＋15 分＞ 

11:35:11:45  コーヒーブレイク 

11:45-12:20  ISSJ 石川美絵子さん 「外国につながる人々の相談支援－ソーシャルワーク実践と、他（多）機関連携」 

＋質疑応答   ＜20 分＋15 分＞ 

12:20-12:30  事務局連絡（来年度のスケジュール等）                                ＜10 分＞ 
 

12:30-13:30  ランチセッション ～今後の地域型ネットワーク会議、視察や勉強会等でやってみたいこと～ 
 

＜午後＞  

13:30-13:45  午前とランチセッションの振り返り、ゲストの紹介                                   ＜15 分＞ 

13:45-14:20  CINGA 新居みどりさん 「ケースワークからソーシャルワークに」＋質疑応答        ＜20 分＋15 分＞ 

14:20-14:30  コーヒーブレイク                                               ＜10 分＞ 

14:30-15:25  グループ・ディスカッション                                                ＜55 分＞ 

15:25-15:35  コーヒーブレイク                                                              ＜10 分＞ 

15:35-15:55  全体共有                                                        ＜20 分＞ 

15:55-16:20  新藤健太先生より評価的観点からコメント、質疑応答                             ＜25 分＞ 

16:20-16:30  まとめ                                                           ＜10 分＞ 


